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履修・申請の流れ

 申請〆切は4月18日（金）23:59まで

＊修了認定は自己申請によって認定されます。
申請書
修了認定

副専攻として履修する単位が、各学部における卒業取得要件と重なる場合は、
どちらの単位としても認められます。

4/18, 11/21, 2/13*

「所属したいプロジェクト」を、下記サイト(QRコード）の
「地域課題実習 参画プロジェクト申請フォーム」 から
登録申請をしてください。

 Step for the take the subjects and applications 

https://www.chiki-ct.info/kouryu

①：コア科目　2単位以上　取得
②：講義科目　
③：実践科目　2単位以上　取得
④：上記①と③の合計6単位以上
⑤：講義科目と合わせて上記①~③の合計が10単位以上

「履修登録」
実践科目：「地域課題実習」を履修・参画する全員の方へ：

地域交流科目の説明や、
地域課題実習の各プロジェクト等の紹介があります。
教員や昨年から履修・参画している学生達からの
楽しく充実したプレゼンテーションが盛り沢山。
気になる方はCheck out！

「地域交流科目」は、4年間をかけて、
どの科目・授業から履修しても良いです。

修了認定の要件：

「修了認定」の申請

■　修了申請フォーム：　https://forms.office.com/r/0Y4g6Z0umd

・申請の〆切後：1ヶ月後ぐらいに認定がされます。
・提出は随時受け付けています。

「地域交流科目」

要既読

要既読

要既読

秋学期に、地域課題実習を
履修登録し忘れないように！ 
忘れる人が多いです。>_< ;

地域課題実習は1年間を通じて
同じプロジェクトを

履修・参画してください。

地域課題実習を
「単位履修なしで参画したい人」も
所属したいプロジェクトの
登録申請をして下さい。

要既読

修了認定は自己申請によって認定されます。
修了申請を出すタイミングは、

単位取得直後でも、就活・進学前の時期でも
OKデス。

地域課題実習のⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵのいずれかを履修登録した上で、

申請〆切：

計 10単位

　
最
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要
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（登録申請をしないと成績が付きません！）

「オリエンテーション」

https://forms.office.com/r/X11e0d7UCy

修了申請する人は、下記の申請フォームを通じて申請してください。
*下記フォームにおいて「貴方の地域交流科目の単位取得状況・結果を、事務局を通じて確認すること.」を承認することで、
  成績証明書の提出は不要になります。

* 地域実践センターのHPサイトにも、上記 formアドレスは掲載されてます。

*地域実践センターのHPサイトにも、
　上記 formアドレスは掲載されてます。

に関する情報

下記アドレスおよび右のQRコード
から情報をチェックしてください。



3

カテゴリ 開講学部 科目名 担当 対象学年 開講期 単位 備考欄

地域連携と都市再生A（ヨコハマ地域学） 志村・内海・秋元 1～4年 春 2 ※都市科学部生は学部共通科目として履修
Local Partnerships and Urban Regeneration A 志村・内海・秋元 1～4年 春 2 ソクラテスプログラムの学生専用
地域連携と都市再生B（かながわ地域学） 志村・池島・伊集 1～4年 秋 2 ※都市科学部生は学部共通科目として履修
Local Partnerships and Urban Regeneration B 志村・池島・伊集 1～4年 秋 2 ソクラテスプログラムの学生専用
神奈川のみらい 為近、湯沢 1～4年 春 2
横浜学--地域の再発見-- 安野 1～4年 春 2
建築の環境と防災 河端・他 1～4年 秋 2 ※一部学科・EP(建築系）履修不可
アントレプレナーシップ論 軸屋 1～4年 秋 2 科目名変更（旧:ベンチャーから学ぶマネジメント）

現代の物流経営 倉田 1～4年 秋 2
環境をめぐる諸問題Ⅰ 酒井・他 1～4年 第4ターム 1
環境をめぐる諸問題Ⅱ 小林・他 1～4年 第5ターム 1
グローバル化と日本人 市村 1～4年 秋 2
色彩論 伊東 一誉 1～4年 春 2
安全・環境と社会 澁谷・他 1～4年 春 2
エネルギーと環境 大槻 1～4年 春 2
海事技術史 南 1～4年 春 2
海洋工学と社会 海洋EP各教員 1～4年 秋 2
物質工学と社会 松本・他 1～4年 春 2
ITシステム開発プロセス 藤井、葛谷 2～4年 春 2 R7より新規科目
これまでの学校教育・これからの学校教育 村上唯斗 他 1～4年 秋 2
日本の言語 古田 恵美子 1～4年 春 2
地誌学概論 池口 明子 1～4年 秋 2
日本前近代史 多和田 雅保 1～4年 春 2
日本語教育から広がる世界 橋本 ゆかり 1～4年 春 2
多文化共生のための教科横断STEAM教育 橋本 ゆかり・他 1～4年 春 2
心理学史 鈴木 朋子 1～4年 春 2
JASPによるデータ分析 山本 光 1～4年 春 2
身近な電気と機械 坂本 智 1～4年 春 2
特別支援教育入門 神山 努 ・ 他 1～4年 春 2
特別支援教育入門 軍司 敦子 ・ 他 1～4年 秋 2
くらしの化学 古茂田 朋恵 1～4年 秋 2
里山でつなぐESD考 倉田 薫子 1～4年 秋 2
日本史概論Ⅰ 多和田 雅保 2～4年 秋 2 隔年開講
教育社会学 新谷 康浩 2～4年 春 2
教育経営 石塚 等 2～4年 春 2
情報通信技術の活用 村上 唯斗 1～4年 第5ターム 1
ICTによる現代的な教育課題の解決 村上 唯斗 2～4年 秋 2
英語文学論Ⅰ 髙瀬 祐子 2～4年 春 2
英語文学論Ⅱ 髙瀬 祐子 2～4年 秋 2
英語圏文化論 髙瀬 祐子 2～4年 秋 2
化学特講Ⅱ 鈴木 俊彰 3～4年 春（集中） 2
生物学特講Ⅱ 倉田 薫子 3～4年 春（集中） 2
中等教科教育法（音楽Ⅲ） 金光 真理子 2～4年 秋 2
音楽史概説Ⅰ 金光 真理子 2～4年 秋 2
音楽史概説Ⅱ 金光 真理子 2～4年 春（集中） 2
住居学演習 佐桑あずさ 3～4年 秋 2
地方財政 山口（伊集） 2～4年 春 2 H29以降入学生
中級地方財政 山口（伊集） 3～4年 秋 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級地方財政 山口（伊集） 2～4年 秋 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
地域経済政策 居城 2～4年 春 2 H29以降入学生
中級地域経済政策 居城 3～4年 秋 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級地域経済政策 居城 2～4年 秋 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
国際環境経済論 氏川 2～4年 春 2 H29以降入学生
中級国際環境経済 氏川 3～4年 秋 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級国際環境経済 氏川 2～4年 秋 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
現代社会福祉 加藤（相馬） 2～4年 春 2 H29以降入学生
中級現代社会福祉 加藤（相馬） 3～4年 秋 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級現代社会福祉 加藤（相馬） 2～4年 秋 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
比較農業政策 倪（池島） 2～4年 第1ターム 2 H29以降入学生
中級比較農業政策 倪（池島） 3～4年 第2ターム 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級比較農業政策 倪（池島） 2～4年 第2ターム 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
課題プロジェクト演習　地域経済 ― 2～3年 ― 2 経済学部生のみ受講可
途上国経済 山崎 2～4年 春 2 H29以降入学生
中級途上国経済 山崎 3～4年 秋 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

中級途上国経済 山崎 2～4年 秋 2 経済学部DSEP生およびLBEEP生のみ
地域イノベーション政策 遠藤 2～4年 秋 2
家族と法 柳迫 3～4年 春 2 H29以降入学生（経済学部DSEP生およびLBEEP生は除く）

家族と法 柳迫 2～4年 春 2 経済学部DSEP生のみ
民法（親族・相続） 柳迫 2～4年 春 2 経済学部LBEEP生のみ

コ

ア

科

目

全学

教育

科目

理工学部・都市科学部の教員免許取得希望者

の履修は不可（自学部開講科目を履修）

経

済

学

部

全

学

教

育

科

目

講

義

科

目

教

育

学

部

「地域交流科目」一覧
The List of the “Local-exchange Subjects ”

●各授業の内容は、全学教育科目および各専門科目のシラバスをご確認ください。
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●閉講科目

産業分析 貴志 3～4年 春 2 R7年度は休講

Production and Operations Management 鈴木（定） 3～4年 秋 2 科目名変更（旧:Operations Managements）

生態会計論 曹 2～4年 秋 2 旧：生態会計論Ⅰ

マクロ会計論 大森 2～4年 秋 2
企業環境マネジメント論 孫 2～4年 春 2
地域環境マネジメント論 孫 3～4年 秋 2
マーケティング論 鶴見 1～4年 秋 2
環境管理学 中井 3～4年 秋 2

エネルギーマネジメント論 本藤 3～4年 春 2 R7年より新規追加

基礎化学工学 中村, 髙垣, 黒田, 新田見 1～4年 秋 2 R7年より新規追加

コミュニティデザイン講義 佐藤 1～4年 秋 2 R7年度は休講

都市生態学 佐々木 1～4年 第4ターム 1
保全生態学 佐々木 2～4年 第5ターム 1
生態リスク学入門 松田・ 他 1～4年 第1ターム 1
里地と山地の生態学Ⅰ 佐々木 2～4年 第4ターム 1
里地と山地の生態学Ⅱ 酒井・ 他 2～4年 第5ターム 1
環境汚染の科学I 小林 剛 2～4年 第1ターム 1 R7新規追加

環境汚染の科学II 小林 剛 2～4年 第2ターム 1 R7新規追加

都市基盤計画論 松行 1～4年 第5ターム 1
地域・都市計画 松行 2～4年 第4ターム 1 2020年度以前入学の学生は「都市計画と交通」で履修。

都市計画と交通 松行 2～4年 第4ターム 1 旧カリ。R7年度は2020年以前入学の学生用に開講する。

都市基盤解析論 安部 2～4年 秋 2
居住空間の計画Ⅰ 藤岡 2～4年 第1ターム 1
居住空間の計画Ⅱ 藤岡 2～4年 第2ターム 1
建築環境計画Ⅰ 田中（稲） 2～4年 第1ターム 1
建築環境計画Ⅱ 田中（稲） 2～4年 第2ターム 1
都市と都市計画Ⅰ 尹 2～4年 第4ターム 1
都市と都市計画Ⅱ 尹 2～4年 第5ターム 1
都市環境リスク共生論Ａ 吉田・ 他 2～4年 第4ターム 1
都市環境リスク共生論Ｂ 吉田 ・ 他 2～4年 第5ターム 1
コミュニティデザイン演習Ⅰ 佐藤 2～4年 第1ターム 1 R7年度は休講

コミュニティデザイン演習Ⅱ 佐藤 2～4年 第2ターム 1 R7年度は休講

高齢社会とリスクＡ 安藤 2～4年 第4ターム 1
高齢社会とリスクＢ 安藤 2～4年 第5ターム 1
都市・地域経済学Ⅰ 遠藤 2～4年 第1ターム 1
都市・地域経済学Ⅱ 遠藤 2～4年 第2ターム 1
国際社会学演習I 長谷川 2～4年 第1ターム 1
国際社会学演習II 長谷川 2～4年 第2ターム 1
国際社会学講義 長谷川 2～4年 秋 2
学外活動（教育ボランティア） 鈴木 洋介・他 1～4年 春・秋 2 教員免許取得希望者のみ

学外活動・学外学習Ⅰ 鈴木 洋介、鈴木 俊彰 1～4年 春・秋 2 教育学部生のみ

学外活動・学外学習Ⅱ 鈴木 洋介、鈴木 俊彰 1～4年 春・秋 2 教育学部生のみ

学外活動・学外学習Ⅲ 鈴木 洋介、鈴木 俊彰 1～4年 春・秋 2 教育学部生のみ

地域課題実習Ⅰ 志村・他 1～4年 春 1
地域課題実習Ⅱ 志村・他 1～4年 秋 1
地域課題実習Ⅲ 志村・他 2～4年 春 1
地域課題実習Ⅳ 志村・他 2～4年 秋 1
地域課題実習Ⅴ 志村・他 3～4年 春 1
地域課題実習Ⅵ 志村・他 3～4年 秋 1
Global-Local Project Based Learning I 志村・他 1～4年 春 1
Global-Local Project Based Learning II 志村・他 1～4年 秋 1
Global-Local Project Based Learning III 志村・他 2～4年 春 1
Global-Local Project Based Learning IV 志村・他 2～4年 秋 1
Global-Local Project Based Learning V 志村・他 3～4年 春 1
Global-Local Project Based Learning VI 志村・他 3～4年 秋 1

※2024年度入学以降の都市科学部生

  は学部共通科目として履修

ソクラテスプログラムの学生専用

講

義

科

目

経

営

学

部

理工

学部

都

市

科

学

部

教育

学部

実

践

科

目

全

学

教

育

科

目

●昨年度まで地域交流科目の選択必修科目（講義科目）に登録されていた講義で、
今年度から閉講になっている講義も、修了認定をするための科目として位置づけられます。
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実践科目：地域課題実習
Practical subjects: Global-Local Project Based Learning

01 02 03

04 05 06

07

Revival

NEW

09

14 15 16

凡例

02 03

01

04

05 06 07

08 09 10

11 12 13

地域と連携した実践的な取り組みを横浜国立大学内の学
生から公募します。学生公募型プロジェクトを立ち上げ
たい学生は、地域実践教育研究センターへ連絡下さい。

■ 連絡・申請先 :  chiki-ct@ynu.ac.jp

■申請締切日：4月18日（金）23時59分まで

アグリッジプロジェクト
学生公募型プロジェクトの募集

鶴見区での外国人児童の学習支援

BOSAIラボ ロカモビプロジェクト

コットンおとなりさんプロジェクト キャンパスの魅力を耕すプロジェクト

ジビエ料理研究会

はまみらいプロジェクト オモロイ新湘南プロジェクト

岩手らばーず 奏でる体験支援プロジェクト
～みんなの音楽室～

Agridge Project

Helping an international class 
of a primary school in Tsurumi-ku

BOSAI Lab. (Disaster Mitigation Lab.)
コモンズラボ
Commons Lab

Cotton Otonarisan Project Cultivating attractions of campus project

Gibier Cooking Research Project
二つ台みーとみーとPJ

Futatsudai mt-mt Project

Hamamirai Project
Interesting and Comfortable
 Shin-Shonan Project

Iwate-Lovers Let’s Play Together: A Music Room for Everyone
かながわニューツーリズム
New Tourism in Kanagawa

Community development practice
 from the perspective of locality and mobility

①学生公募型プロジェクト
②池島祥文：　ikejima@ynu.ac.jp
③工藤優太：face.kmmy@gmail.com
④ Overseas student： ○
⑤農業や食による地域活性化を目的として大学近くの畑
や周辺の地域を拠点に活動する。「ビジネスによる経済
活性化・地域コミュニティの活性化・農業の活性化」と
いう3つを軸にして、多数のプレーヤーを巻き込みなが
ら学生が主体となり多様な活動をしていく。

①課外実習プロジェクト
②山崎圭一：　yamazaki-keiichi-zg@ynu.ac.jp
④Overseas student：◎
⑤鶴見区の市立入船小学校でブラジル人などの外国つな
がりの子どもたちの学習支援（国語と算数）をNPO法人
ABC Japanの活動に参加する形で実施する。同法人の本
事業名は「つるみ～にょ」。同法人は、2023年の「地球
市民賞」（国際交流基金）授賞している。

①課外実習プロジェクト
②森野かおり：morino-kaori-bj@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤教育格差というと多くの場合、学習支援に焦点が当てられ
がちですが、音楽や演奏体験の格差も深刻化しています。特
に、小中学校の部活動やクラブ活動の縮小に伴い、地域主導
の活動への移行が進む中で、地域間の差が顕著になり、演奏
する機会を失う子どもが増えています。さらに、コロナ禍で
は音楽が「不要不急」と位置づけられ、その価値や意義が見
過ごされる状況が生じました。・・・（つづく）

①課外実習プロジェクト
②氏川恵次：ujikawa-keiji-wf@ynu.ac.jpp
④Overseas student：◎
⑤教育格差というと多くの場合、学習支援に焦点が当
てられが神奈川県西(小田原・箱根・真鶴・湯河原等）
・周辺地域を事例に、豊かな自然に恵まれ、多様な文
化に富む地域の魅力が、観光によりいかに次世代やイ
ンバウンドに通じるか、企業・行政・市民と連携して
考えます。

①課外実習プロジェクト
②小松怜史：komatsu-satoshi-yx@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤防災・減災に対して、自分たちが学生の立場でできる
ことを考え、実践・研究に取り組んでいます。昨年度は
横国生・地域連携・防災意識・伝承伝達の４チームをも
とに、留学生向けの防災イベントや地域の子供向けの防
災イベントなどの実践的活動、および研究活動に取り組
みました。 

①課外実習プロジェクト
②志村真紀：shimura-maki-pw@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤人口減少と高齢化が進む日本では空き家が増えています。
コモンズラボでは、共通の目的や関心をもつ人々が自発的に
コミュニティを作り、空き家の改修・活用をしている事例を
リサーチし、ウェルビーイングにコモンズをつくり地域活性
化を図っている方法を整理し、その方法論を地域社会に提供
していくことを目的とします。また、空き物件や案件があれ
ば実践的な活動も視野に入れていきます。・・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②池島祥文：　ikejima@ynu.ac.jp
③（共同代表）辻 慎太朗　tsuji-shintaro-bs@ynu.jp
　　　　　　　髙木 希海　Takagi-nozomi-ny@ynu.jp
④Overseas student：×
⑤まちの魅力を高めるために地域と移動の視点から地域
の方々や企業、行政、学生内の対話を通じて実践的にま
ちづくりに取り組む。   概要・目的・内容： まちの魅力を
高めるために、モビリティ（移動のしやすさ）のあり方
の提案・実装を目指す。 2025年度は・・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②伊集守直　iju-morinao-sx@ynu.ac.jp
③山下弘太郎　yamashita-kotaro-hk@ynu.jp
④Overseas student：△ 
⑤私たちは、住民同士の交流が少なくなっている今、横
浜市神奈川区にある「コットンハーバー地区」で、この
地区の高層マンション群に住む人々が世代を超えて交流
し、つながりあえることを目指して活動しています。 主
な活動は、住民が自由に集まり、自分のペースでゆるく
人とつながれる「CCTパーク」や、・・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②藤原徹平： fujiwara-teppei-tw@ynu.ac.jp
③川井慶： kawai-kei-nr@ynu.jp
④Overseas student：◎
⑤キャンパス内の資源を活かした居場所づくりに取り組んで
います。 居場 所をつくること、つかうことを通じて地域と
の交流を深めることを目的とし ています。日干しれんがの工
法研究に始まり、建築学科棟横の居場所 づくりや、窯を中心
とする新たな活動の創出に取り組んできました。これ からも
地域の方が多く訪れる横国に相応しい・・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②池島祥文：　ikejima@ynu.ac.jp
③田室　志織：tamuro-shiori-ms@ynu.jp
④Overseas student：○ 
⑤地方の農業を獣害から守るために、鹿肉を中心とした
ジビエ利用を研究、促進しています。また、ジビエに関
する地域の食文化について研究しています。

“縁食”の場を拓くプロジェクト
Cultivating spaces of  "Enshoku" 

as a community hub 
①学生公募型プロジェクト
②寺田真理子：　terada-mariko-zt@ynu.ac.jp
③石川はるか：ishikawa-haruka-yb@ynu.jp
④Overseas student：◎
⑤北門近くのパワープラントホールにあるキッチンを拠
点として常盤台キャンパス及びその周辺地域で、孤食と
共食のあいだである「縁食」のコミュニティから多様な
人々の開かれた交流の場をつくることを目指します。
Y-GSAのキッチンPJと共同の活動も行います。

①学生公募型プロジェクト
②藤岡泰寛：fujioka-yasuhiro-fg@ynu.ac.jp
③矢野絢子：yano-ayako-vk@ynu.jp
④Overseas student：◎
⑤大学の西門から徒歩１分の地域交流拠点「二つ台みー
とみーと」(学習塾兼シェアキッチン)を中心に、大学と
地域をつなぐ場や機会を創出することを目的とする。主
な活動内容は交流イベントの企画・運営、シェアキッチ
ンの運営補助。

①課外実習プロジェクト
②吉田　聡　yoshida-satoshi-vx@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤横浜の資源でもある「うみ」と「まち」の関係を考え
ながら、横浜の未来を考えるプロジェクト。 具体的には
「観光と賑わい」「防災・安全」「脱炭素エネルギー」
を軸に取り組んでいく。

①課外実習プロジェクト
②下野誠通：shimono-tomoyuki-hc@ynu.ac.jp
④Overseas student：○ 
⑤YNU新湘南共創キャンパスを活動中核サイトとし、湘
南アイパーク、湘南鎌倉総合病院、鎌倉インターナショ
ナルFCといった多様なステークホルダーとの連携を通じ
て、地域の様々な課題を発見・解決しながら、魅力的で
活力溢れるまちづくりへの貢献を目指す。

①学生公募型プロジェクト
②田中 稲子：itanaka@ynu.ac.jp
③塚崎真広：tsukasaki-mahiro-gs@ynu.jp
④Overseas student：○ 
⑤岩手県を中心とした地域をフィールドに活動する団体
です。実際に岩手を訪れ、地域の産業や人々とのつなが
りを通じて地方の現状や未来を考えています。そして、
その体験を横浜から発信することで、岩手がよりよくな
るための新たな価値・可能性を創出し、地域に還元する
ための取り組みを行っています。

まちに開いた交流の場のデザイン
－住宅地の価値を上げる－

Designing an Open Community Space in the Town
①課外実習プロジェクト
②江口亨： eguchi-toru-ch@ynu.ac.jp
④Overseas student：◎ 
⑤野毛山の住宅地にあるシェアハウス「casaco」にて、
1階にある地域に開かれた場の使い方を企画・運営し、
エリアの価値向上を目指す。

①プロジェクトの種類（下記のどちらか）
・課外実習プロジェクト（担当教員によるPJ立ち上げ）
・学生公募型プロジェクト(学生主導によるPJ立ち上げ）
②主担当教員名、連絡先
③学生公募型プロジェクトの場合の代表学生・連絡先
④Overseas student（留学生の履修・参画）
⑤プロジェクトの概要・目的・内容：　
 「つづき」は、https://chiki-ct.info/link
      から「地域課題実習 詳細版」を
　ダウンロードしてください。

地域課題実習に関わる「最新情報」、「地域課題実習への履修・参画にあたっての確認
・留意事項」、「高度全学教育指定科目」については、下記のHPサイト:「地域課題実
習 情報掲示板」に掲載されています。      https://www.chiki-ct.info/project

プロジェクト（PJ）名
Project Title
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NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

17 18 19

20 21 22

23 24 25

26 27 28

29 30 31

32 33 34

☆ 地域課題実習は校友会から活動支援費支援を頂いています。

島プロジェクトin鳥羽

伝統茅葺き民家「花三郎の家」継承プロジェクト データで捉える地域課題・地域経済2025

サコラボ 里山コミュニティデザイン

みなとまちプロジェクト

ワダヨコ

えんぴつ ルーム
：「南米農村部での学びを生かした横浜『共生』プロジェクト」

Shima Project in Toba

Regional issues and regional economies 
captured through data in 2025

SACOLABO Satoyama Community Design

The Port City Project

Warka Water Towerプロジェクト
‐大気から水を集める給水塔‐

 The project of Warka Water Tower 
to collect water from the atmosphere

好奇心の種をまくプロジェクト
 ～CurioSeeds～

Sowing seeds of curiosity ～CurioSeeds～

Wadayoko
YNU発芸術祭・横国トリエンナーレ
YNU Art Festival  YOKOKOKU　

Art Triennial

「ときわの森」生物調査団
“Tokiwa Forest”- Biological Survey Group

横国ヤギ部
YNU Goat Club

Pencil Room：Yokohama intercultural community building 
project using learning from rural South America

Project of preservation and utilization of the thatched-roof 
private house “Hanasaburo-no-Ie” in Kamadai

①課外実習プロジェクト
②小林誉明：kobayashi-takaaki-gv@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤島プロジェクトin鳥羽は三重県鳥羽市にある離島がフ
ィールドです。いくつかのプロジェクトに分かれており
、短期・長期休みに現場に赴いて活動を進めています。
ウッドデッキを制作したり、島にアート作品を残したり
、空き家の手入れをしたりなど、地域のために貢献でき
ることはたくさんあります。ぜひ一緒に活動しましょう!

①課外実習プロジェクト
②大野敏：ono-satoshi-cs@ynu.ac.jp
④Overseas student：△
⑤大学西門から歩いて約5分にある江戸時代の古民家「花
三郎の家」の活用・継承について、所有者の方と連携して
実践的に考える。釡台町が住宅地化する以前の1960 年代、
会社経営者だった鈴木花三郎さんによって旧津久井郡から
移築された「花三郎の家」。会社経営者だった花三郎さん
は、富士山が眺望できるこの地に素敵な本宅を構え、その
前方に古民家を移築して社員の情操教育に・・（つづく）

①課外実習プロジェクト
②居城琢：ishiro-taku@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤本プロジェクトは，横浜市・神奈川県をフィールドと
して，学生自身が調査に取り組み，地域の素材を発掘す
ることを目的とします．その成果を各自治体や、企業と
の共同研究として社会に発信することを狙いにします。

①学生公募型プロジェクト
②藤岡泰寛：fujioka-yasuhiro-fg@ynu.ac.jp
③寺澤慶：terasawa-kei-nx@ynu.jp
④Overseas student：○
⑤左近山団地を対象とし、地域活性化を目的に活動する。
地域住民の要望と学生の関心に基づき、双方に有益な活動
を目指す。団地内でのイベント、学生主体のワークショッ
プ、小中学生の学習支援等、幅広く柔軟な活動を行ってい
る。地域住民との交流を通して左近山団地の魅力と課題を
把握し、地域に根差した活動を実施する。

①学生公募型プロジェクト
②原口健一：haraguchi-kenichi-kx@ynu.ac.jp
③久保蒼生：kubo-aoi-kc@ynu.jp
④Overseas student：○
⑤学内に広がる里地里山という貴重な自然資源を活用し
、学生や地域の人々が自然と向き合う居場所を創出する
ことを目指しています。来年度は横浜市主催の森の楽校
にエントリーします。横国の自然の材で何かしたい人は
一度活動にお越しください。

①課外実習プロジェクト
②志村真紀：shimura-maki-pw@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤地方のみなとまち（清水港）の地域資源をブランディ
ングし、地域の魅力を伝え活性化させる活動をします。
当プロジェクトでは国内外のみなとまちから学びながら
、静岡県の清水港を対象地として、調査・ワークショッ
プを踏まえて清水港周辺の地域資源：「お茶・清水次郎
長・伊豆石・倉庫群・港湾線・富士山」をブランディン
グ・エッセンスとして位置付け・・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②志村真紀：shimura-maki-pw@ynu.ac.jp
③橋本健人：hashimoto-kento-tv@ynu.jp
④Overseas student：○
⑤水不足が問題となっているアフリカで活躍する大気から
水を集める給水塔Warka Water Towerを日本に導入する。
水を得るのに電力やエネルギーを必要としないこのエコな
給水方法を用いて、水不足に悩む地域や団体のサポート
をする。具体的には、真鶴町(真鶴オリーブガーデン）にて農
業用水の確保をすることを目標とする。・・（つづく）

①課外実習プロジェクト
②松本真哉：matsumoto-shinya-py@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤日本において近年よく取り上げられる❶若者の「理数系
ばなれ」，❷AIの普及に伴う「思考力」を養う教育の実践 
といった課題を踏まえて，本プロジェクトでは❶ 理数系分
野の魅力を発信すること，❷長年の知識の詰め込みに重点
を置いた教育ではなく，真の意味で「考える」教育を実施
することに取り組む．  理工学部，教育学部の学生の参加は
もちろんのこと，イベントの実施等を・・（つづく）

①課外実習プロジェクト
②倉田薫子：kurata-kaoruko-tv@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤2024年に自然共生サイトに認定された「ときわの森」の歴
史・価値を見直し，生物多様性保全と緑地の管理について生
き物調査をしながら学び実践します。 近年，外来種やナラ枯
れ等の問題が次々と発生し，これまで人の手によって守られ
てきた自然環境が急速に衰退しています。どのように手を入
れることで地域の緑地を守れるのか，生き物調査を通して地
域と繋がり，ともに自然環境を維持していく・・（つづく）

①学生公募型プロジェクト
②尹莊植：yoon-jangshik-mr@ynu.ac.jp
③佐々木歩夢：sasaki-ayumu-hj@ynu.jp
④Overseas student：○
⑤和田町でのイベント運営やエリアマネジメントを中心
に、学生と地域の人が互いに支えあう街づくりを目指し
て活動しています。

①課外実習プロジェクト
②山﨑朱音：yamazaki-akane-xc@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤学内，横浜市，神奈川県には，多種多様な地域課題が
あります。そこで，文理にとらわれない多角的な視点を
持ちながら地域に潜む課題を見つけ解決し，その過程を
芸術活動（音楽，美術，ダンス，文学，演劇など）を通
して発信していきます。また，活動の集大成として“横
国トリエンナーレ”を開催し，学内外においてパフォー
マンスの機会を設けます。・・・（つづく）

 ハマの屋台プロジェクト
 -屋台からのまちづくり考える-

Yokohama Stand Project
①課外実習プロジェクト
②野原卓：nohara-taku-zs@ynu.ac.jp
④Overseas student：◯
⑤「屋台」という都市に置かれるツールを用いて、まち
の課題解決し、地域の活力向上を目指す。都市型屋台を
、企画設計段階―製作段階―運用・活用（経営）段階ま
で、一気通貫で考えることで、地域と協働しながら、ま
ちを豊かにする。常盤台地区・関内外地区での活動のほ
か、新たな場所での展開も検討する。

①学生公募型プロジェクト
②佐々木雄大：sasaki-takehiro-kw@ynu.ac.jp
③望月琴絵・小川冴京・小倉梢・根本莉子・唐木走生：
　mochizuki-kotoe-tr@ynu.jp
④Overseas student：◯
⑤ヤギによる除草活動を通じ、キャンパス内の里山環境
を保護していくと共に、里山に対する知識を深め、愛着
を育む。ヤギとのふれあいを通じ、学生間や周辺住民と
の交流を促進する。

Yokohama Univer-City
Yokohama Univer-City (YUC)

①学生公募型プロジェクト
②三浦倫平：miura-rinpei-nj@ynu.ac.jp
③八坂麟太朗：yasaka-rintaro-rb@ynu.jp
④Overseas student：○ 
⑤Yokohama Univer-City(YUC)とは、「大学をまちに開
く」をコンセプトに始まった学生主導型プロジェクトで
す。常盤台キャンパスの空間活用やコミュニティの創造
を通じて、学生・教職員・周辺住民にとって魅力的な地
域づくりを行います。

①課外実習プロジェクト
②藤掛洋子：fujikake-yoko-mp@ynu.ac.jp
④Overseas student：◎
⑤県営団地において子どもたち（含む外国につながる子
どもたち）を対象 に学習支援と子ども食堂の運営をNPO
他と連携して行う。

  New - New Townプロジェクト
 -郊外住宅地のまちづくりを考える-

転倒しない街共創ラボ「こらぼ」

New-New Town Project No Falling Down City Co-Creation Lab
①課外実習プロジェクト
②野原卓：nohara-taku-zs@ynu.ac.jp
④Overseas student：△
⑤横浜市の特徴的な郊外住宅地の一つである、「相鉄いず
み野線沿線（南万騎が原駅周辺：通称みなまき）」で、相
鉄グループ×横浜市×横浜国大×オンデザイン（設計事
務所）でマネジメントする地域まちづくり拠点「みなま
きラボ」で活動することで、高齢化したオールドタウン
を、活き活きとした「ニューニュータウン」にするため
の企画・実践活動を行う。

①学生公募型プロジェクト
②島 圭介：shima-keisuke-sh@ynu.ac.jp
③大谷紗慧：otani-sae-bg@ynu.jp
④Overseas student：○
⑤転倒しない街共創ラボ「こらぼ」は、高齢者の転倒リ
スク計測技術を社会に実装し、誰もが安心してアクティ
ブに暮らせる未来を創るプロジェクトです。地域イベン
トを通じて「測る・知る・改善する」サイクルを広め、
世代を超えた健康意識の向上を目指します。街全体で“転
ばない”文化を育む、新たな挑戦に取り組んでいます。

おおたクリエイティブタウン
研究プロジェクト

Ota Creative Town Project
①課外実習プロジェクト
②野原卓：nohara-taku-zs@ynu.ac.jp
④Overseas student：○
⑤モノづくりのまち大田区で、技術×創造×生活による
「クリエイティブ・ファブタウン」構想を基に、(一社)大
田クリエイティブタウンセンターや地域の町工場、諸団体
と協働して、地域まちづくり拠点「くりらぼ多摩川」の運
営、モノづくりのまちづくりイベント（おおたオープンフ
ァクトリー）への参画、モノづくり教育企画(ファクトリッ
プ)や廃材活用(SCRAP)など、創造的な活動を行う。

※アルファベット順で各プロジェクトを掲載しています。



■  問合せ・連絡先：
地域実践教育研究センター

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台79-3
横浜国立大学　経済学部1号館 406号室

TEL&FAX : 045-339-3579
chiki-ct@ynu.ac.jp
http://chiki-ct.info

P

N3-4N4-1

N4-4

南門

P

P

N ワーキング室 <経済学部新研究棟 2F>
ローカル実践コアの拠点 <経済学部新研究棟 1F>

地域実践教育研究センター: N4-1棟 406室

N4-3 理工学部講義棟 A
(107)

S5-7 

教育講義棟教育人間科学部棟

中央図書館

食堂

大学会館

小運動場

留学生
センター

教育文化
ホール

至 正門

経済学部講義棟
2号館

「修了者」からのメッセージ

久保 春菜

元々1春にMax履修しないといけない！という思いだけで履修を開始しましたが、経営学部として興味のあった「企業
の方とのやり取り」をして「地域を盛り上げる」ことに携わり、面白みを感じたため参加を継続しました。続けるうちに、
大学外の方と学生として関わったり、他学部の学生と関わったりすることで、多様な興味関心から活動を続けることが
できました。縁ができたこと、興味を持つ世界が広がったことは私の4年間での大きな成長だと思います。

コア科目：地域連携と都市再生B, 神奈川のみらい
講義科目: ベンチャーから学ぶマネジメント
実践科目：  地域課題実習 「はまみらいプロジェクト」,
　　　　　「モビリティ・デザインの実践プロジェクト」,
　　　　  「転倒しない街共創ラボ『こらぼ』」

Haruna KUBO

コア科目：地域連携と都市再生B, 横浜学
講義科目: 比較農業政策, 中級比較農業政策 
実践科目：  地域課題実習 「アグリッジプロジェクト」,
                                 「かながわ里山探検隊」

清水 翼

私は、将来的に地元の町を盛り上げるための実践的な経験を積むために地域交流科目を受講しました。所属していたアグリッ
ジプロジェクトでは、農業を通じた地域活性化を理念に掲げ、野菜の生産や商品開発、地域に開いた交流企画などに取り組み
ました。学生のうちに地域に飛び出すことで得られる知識や経験は様 で々す。同じ活動する学生1人1人によっても捉え方は変
わってくるでしょう。そんな多様な視野を持つ仲間や地域の方と出会えることがこのプログラムの魅力だと思います！

Tubasa SHIMIZU

コア科目：地域連携と都市再生A・B
講義科目: 教育社会学, 教育経営,アート・マネジメント
                  多文化共生のための教科横断STEAM教育,他
実践科目：  学外活動・学外学習Ⅲ「がやっこ探検隊」, 
                     地域課題実習「島プロジェクトin鳥羽」

新津 裕太

私は実践科目として、学外活動・学外学習Ⅲ「がやっこ探検隊」、地域課題実習「島プロジェクトin鳥羽」に参画しました。
活動に参加する中で得られた地域や行政の方 と々連携しながら、相手のニーズと自分たちのやりたいことをすり合わ
せながら実現していく経験、チームのメンバーと真剣に協働して取り組む経験は、なかなか得難いものです。自身の
スキルの成長や人間性の涵養にもつながります。単位以上の経験になりますので、是非取り組んでみてください！

Yuta NIITSU

コア科目：横浜学
講義科目: 安全・環境と社会, 地誌学概論
                   日本語教育から広がる世界, 環境管理学
実践科目： 地域課題実習「サコラボ」 
　　　　　　　  南村 紬

Tsumugi  NAMURA

地域の方との交流を通じて、理工学部では学べない実践的な考えを身につけることができました。特に、自分たちが
「楽しそう！！」と感じたことを実現できたことが大きな学びとなりました。また、他の学部の人と関わる機会を得
たことで、自分にはなかった多様な視点を知ることができ、新たな発見がありました。こうした経験を通じて、学び
は教室の中だけでなく、実際の活動を通じても深まることを実感しました。

教育学部　卒業
横浜国立大学 教職大学院  進学

経済学部    卒業
横浜国立大学大学院 国際社会科学府　修了
深谷市役所　就職

経営学部　卒業
株式会社 Works Human Intelligence　就職

理工学部　卒業
横浜国立大学大学院 環境情報学府　進学

コア科目：地域連携と都市再生A,B,
講義科目: 都市基盤計画論, 都市基盤解析論,
                   都市生態学
実践科目：  地域課題実習「ハマの屋台プロジェクト」
　　　　  「ロカモビプロジェクト」 
　　　　　　　  

三浦 萌夕
Moeyu  MIURA

イベントの開催を通じて、地域に関する意見収集や魅力発信、人と人の繋がりづくり、居場所づくりに取り組みまし
た。その中で、異なる立場の方々と協働するための調整力や、活動を体系的に解釈し組み立てる力を鍛えることがで
きました。人やまちが元気になっていく様子は、むしろ元気をいただくものでしたし、長期的な活動の中で得られた
関係性は大きな財産となっています。今後も、学生の皆さんが存分に挑戦し、多くを学べることを願っています。

都市科学部　卒業
横浜国立大学大学院 都市イノベーション学府  修了
東急株式会社　就職


